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備後圏域でのリン吸着バイオ炭（プライムカーボン®）による
脱炭素・資源循環モデルの構築とJ-creditのプログラム型

プロジェクト運営を目指す取り組み事例のご紹介

中国四国J-クレジット制度オンライン勉強会
（バイオ炭の農地施用）



カーボンニュートラルから、さらに先のカーボンネガティブの実現
カーボンニュートラルな木質ガス化発電
発電後副生するバイオ炭を農地等に炭素貯留することでカーボンネガティブを実現

食料安全保障のための安心・安全な循環型リン資源の確保
我が国の食料自給率は３８％、作物生産に必要な化学肥料原料自給率はほぼ０％
特にリンは鉱物で枯渇化資源、世界情勢不安定化により、肥料価格急騰

森林、水環境、エネルギー、農業のサスティナブルの実現
リンの流出による海や湖の赤潮・アオコの防止
健全な森林経営（間伐・植林）、環境保全型農業の実現
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バイオ炭 × リン資源循環
CIRCULAR ECONOMYCARBON NEGATIVE



+特殊処理

炭

リンは循環、炭素は貯留
資源循環 × 脱炭素

リン

ガス化発電装置/炭化装置

炭

リン

エコ堆肥化施設

エコブランド化

健全な森林保全

CO2

炭 炭 炭
農地への炭素貯留

エネルギーの地産地
消

化学肥料の削減

炭

環境保全型農業

リン

用材

端材

下水処理場
からリン回収

農作物や加工品のブランド化

剪定枝、農業残渣、汚泥等

藻場の再生

浄化センター

炭 炭リン

汚泥炭化装置

竹

汚泥処分費削減
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本技術のコンセプト図

プライム肥料®

プライムカーボンⓇ

プライム堆肥®



下水処理プロセスへの適用について

沈砂池
ｽｸﾘーﾝ

流入下水

反応槽（微生物分解）最初沈殿池

活性汚泥（微生物群を含む塊）

戻し汚泥

塩素
消毒

最終沈殿池

汚泥濃縮
（重力/機械）

汚泥脱水機

プライムカーボン®

リン回収装置
濃縮汚泥(固形分1～2%）

汚泥濃縮ろ液（リン濃度数mg～数十mg/L)

脱水汚泥
（固形分20%)

汚泥脱水ろ液
（リン濃度数十mg～数百mg/L)

初沈汚泥 余剰汚泥（増えすぎた活性汚泥）

放流
（処理水）

返流水

リンを高濃度に含む
脱水ろ液から

リンを選択的に吸着

汚泥消化
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リン濃度次第で
合流後の適用も可



プライム肥料®の組成（有効成分）

く溶性りん酸（保証成分）が肥料規格を満たし、

苦土や窒素などの肥料成分も含み、緩効性成分が高いことが特徴
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プライム肥料1号（石垣市）
令和6年4月25日
肥料登録

肥料登録証 肥料登録証

プライム肥料2号（福山市）
令和7年4月10日
肥料登録

© 2025DaiwaHouseGroupAllrightsreserved.

プライム肥料®

pH：8.5～9.5



堆肥化における腐熟促進材としての利用検討

腐熟促進材
利用

農業利用

②プライム堆肥Ⓡ

（リン含有バイオ炭混合堆肥）

畑地

水田

①プライム肥料Ⓡ（副産肥料）
（リン含有バイオ炭肥料）

③ペレット堆肥

◆発酵促進
⇒肥料の高品質化
生産速度向上の可能性

◆臭気軽減の可能性

肥料としての直接利用だけでなく、堆肥の腐熟促進材としての利用

◆散布労務軽減

リン含有バイオ炭
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③混合①牛糞採取 ②秤量 ④設置状況 ⑤ガス採取

混合率は5％または10％が良好

リン含有バイオ炭混合による堆肥の発酵促進効果
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プライム肥料 混合で発酵促進

※易分解性炭素：低いほど発酵が進んでいる指標

© 2025DaiwaHouseGroupAllrightsreserved. 6



方法論に基づく弊社製品の排出削減量の考え方

プライム
カーボンⓇ

プライム肥料Ⓡバイオ炭

吸着材 リン成分

混合 吸着

堆肥原料
（家畜糞尿・
生ごみなど）

発酵前
混合

発酵
(堆肥化)

農地

プライム
堆肥Ⓡ

リン肥料(単肥)

特殊堆肥

肥料の製造フロー
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J-クレジット制度プロジェクト登録

出所：Jークレジット制度ホームページ

1-1プロジェクト計画書の作成
「どんなCO2排出削減/吸収事業（省エネ設備の導入、森林管理等）を実施するか」
1-2審査機関によるプロジェクト計画書の妥当性確認
1-3プロジェクト計画登録申請

2-1モニタリング報告書の作成
STEP1で登録したプロジェクト計画に基づき、排出削減量/吸収量を算定するための計測
を行い、その上で計測結果に基づき排出削減量/吸収量を算定
2-2審査機関によるモニタリング報告書の妥当性確認
2-3クレジット認証・発酵申請

プライム肥料®およびプライム堆肥®は、J-クレジット制度のプロジェクト登録完了

© 2025DaiwaHouseGroupAllrightsreserved. 8



出所：第３回びんご圏域活性化戦略会議資料

実証研究の事業展開

｢第3期びんご圏域ビジョン｣を推進する重点プロジェクトに位置づく事業の１つとして本事業を展開
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